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1―はじめに
　企業が長期に安定して成長するため

には、ESG（環境、社会、企業統治）が重

要との考え方が広がっている。保険会社

でも、その認識が進みつつある。昨年12

月、アメリカのアクチュアリー会（SOA）

は、「持続可能な保険」と題するペーパー
*1 を公表した。それを参考に、保険事業に

求められるものをみていくこととしたい。

2― ESGと保険事業の関係
　まずESGと保険事業からみていこう。

1｜ESGは2000年代に浸透
　ESGは、事業の持続可能性を測定する

ための要素といえる。一般に、企業は、経営

を通じて経済的利益の最大化を図る。そ

の際、企業を取り巻く環境、社会が負担す

るコスト、企業統治に要する非経済的コス

ト*2に留意する必要がある。

　1900年代後半、ESGの端緒となる考え

方が現れた*3。企業は、社会や環境の問題

に影響力を持つ、との認識の高まりが背景

にある。ただ当時は、会計や経営の場面で

は、ESGの浸透は不十分であった。

　2000年代に入り、ESGへの取り組み

は、持続可能な企業を目指す際の好まし

い考え方として、徐々に浸透してきた*4。

2｜保険業には2010年代に浸透が進んだ
　2010年代に入ると、保険会社が、ESG

関連のレポートを公表し始めた。2019

年には、国連環境計画-金融イニシアティ

ブ（UNEP-FI）が、「損害保険事業における

ESGリスクの引き受け」を公表した。

3｜気候変動や低炭素経済への関与
　ESGには、非政府組織（NGO）主導の取

り組みが多い。セリーズ（CERES）は、環境

問題関連の企業間ネットワークをつくっ

たアメリカのNGOである*5。彼らは、保険

業界には次の4項目が必要であるとして

いる。（1）未来への計画、（2）気候変動リス

ク・エクスポージャーの開示、（3）炭素資

産リスク・エクスポージャーの評価と管

理、（4）低炭素経済への移行を捉える投資

ポートフォリオの再編成

3―持続可能な開発目標と保険業
　つぎに、持続可能な開発目標（SDG）と

保険業の関わりについて、みていこう。

1｜保険業は多くのSDGに関連
　2015年9月、国連総会は持続可能な開

発のための行動計画を制定。いわゆる17

個のSDGだ（2030年までの達成が目標）。

　その中には、保険事業と関係が深いも

のもある。たとえば、年金などの社会保険

は、貧困削減を支援する。作物保険は、食

料生産のための安定した農業基盤の確保

に役立つ。医療保険は、健康と幸福の決定

因子である。保険の手頃な価格と利用可

能性は、経済成長に必要なリスクテイクと

技術革新を広く促進する。

　また、保険引受が、建築基準、耐震構

造、洪水マップ等の策定を通じて、高リス

ク環境での開発促進に役立つ場合もあ

る。さらに、保険料とその割引が、リスク回

避行動の勧奨に寄与することもある。こう

してみると、保険事業と無関係なSDGを

探すほうが難しいかもしれない。

2｜GRIレポートにみるSDGとの関連性
　持続可能性の報告に焦点を当てた国

際組織として、グローバル・レポーティン

グ・イニシアティブ（GRI）がある。GRIが

公表したSDGに関するレポート*6のなか

で“insurance”という用語を検索したら11

個の関連事業活動が得られた、とSOAの

ペーパーは述べている。（図表3参照）

4―持続可能な保険原則（PSI）
　つづいて、国連環境計画（UNEP）におけ

る持続可能な保険原則を概観していく。

1｜保険関連の活動は、20年以上前から
　現在、持続可能性に関する保険リスク

に、最も積極的に取り組んでいる国際機

関は、国連環境計画-金融イニシアティブ

（UNEP-FI）とみられる。UNEPは、1972

年の国連総会での設立以来、環境の持続

可能性に関する国際的な取り組みの中心

的存在だ。UNEP-FIは、UNEPと連携して

金融関連の取り組みを進めている。

　UNEPは当初、銀行と投資に重点を

置いたが、保険への関与も遅れはしな

かった。1995年、保険会社との協議の結

果、「保険業による環境への取り組みに関

する声明」が公表された。1997年には、保

険イニシアティブが設立された。2003

年、金融機関イニシアティブと統合さ

れ、金融イニシアティブとなった。これ

が、現在のUNEP-FIである。

2｜UNEP-FIには313社が参加している
　UNEP-FIでは、国連機関と民間金融部

しのはら・たくや
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